
第３回 子持地区スポレク祭

　子持中学校のグラウンドで、子持
地区スポレク祭を開催しました。こ
れは、地区の運動会に代わり、スポ
ーツを楽しみながら、地域の交流を
促す目的で開催したもの。さまざま
な世代が参加し、玉入れや、麻袋に
入って走るペンギン競走、お菓子取
り走などを実施。結果発表が行われ
ると、応援席から大きな歓声があが
るとともに、健闘をたたえる拍手が
会場を包みました。
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１2スポーツを通して老若男女の笑顔が広がる

渋川駅前通り歩行者天国「しぶほこっ」
仮装で楽しむ歩行者天国

　赤城南中学校で、花を支えきれいに見せるため
の菊作りの工程「輪台付け」が行われました。この
菊作りは、思いやりのある子に育ってほしいと願
う地域ボランティアの協力を得て長年続くもの。
夏の植え付け作業から始まった菊作りは終盤を迎
え、参加した男子生徒は「思っていたより花が大
きく、日々育つのが楽しかった」と話していました。

地域で取り組む菊作り
赤城南中学校１年生の菊作り
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　渋川駅前通りで歩行者天国｢しぶほこっ｣が開催
されました。駅前通りには物販や体験ブース、キ
ッチンカーが並び、ハロウィーンにちなんだ仮装
をした人などが訪れました。雨のため、屋外ステ
ージの発表が変更になりましたが、ダンスや音楽
演奏、フォトスポットでの記念撮影などの各種催
しで、会場は大いに盛り上がりました。
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ひきこもり講演会「ひきこもる心を理解する」

創作こけしの世界 絵付け体験

小野上小学校･親子陸上教室「唐澤選手と一緒に走ろう」
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　市民会館で、｢創作こけしの世界 
絵付け体験｣を開催しました。これ
は、第31回全国創作こけし美術展in
渋川の一環として実施され、２3人
の参加者が、こけし作家のアドバ
イスを受けながらオリジナルのこ
けしを制作。参加者は思い思いの
絵柄を描き、真剣な面持ちで作品
に向き合いました。体験中は「楽し
い！」といった声があがり、芸術の
秋を感じるひとときとなりました。

　JESCOアリーナ渋川で、ひきこ
もりについて一緒に考えるための
講演会が開催されました。講師の
林恭子さんは、自らのひきこもっ
た体験談を交えて、ひきこもる人
や生きづらさを感じる人の思い
や、居場所づくりの重要性を説明
したほか、各種支援や相談先など
を紹介。89人が参加し、質疑応答
では、支援者や家族、当事者から、
さまざまな質問が寄せられました。

　小野上小学校で、世界パラ陸上
の金メダリストで卒業生の唐澤剣
也さんらを招き親子陸上教室を開
催しました。最初に体育館で、小
学生当時の唐澤さんの紹介や、児
童からの質問タイムなどを実施。
校庭に移り、児童らは正しい姿勢
で走るこつなどを学んだ後、一人
１周ずつ、唐澤さんとテザー（ガ
イドロープ）を握り合いながらラ
ンニングで交流を深めました。
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支援の鍵は「対等な立場で寄り添う心」

芸術の秋！創作こけしの魅力に触れる

偉大な先輩とランニングで交流を深める
当日の様子を収めた

動画はこちら▶
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